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１
月
８
日
︑
宮
崎
市
で﹁
第
８
回
宮
崎

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
﹂
が
行
わ

れ
ま
し
た
︒県
内
全
市
町
村
か
ら
過
去
最

多
と
な
る
46
チ
ー
ム
が
参
加
︒コ
ー
ス
は
︑

県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
12

区
間
39
・
２
㌔
で
す
︒３
年
連
続
で
優
勝

を
逃
し
︑
王
座
奪
還
に
燃
え
て
い
た
本
町

代
表
メ
ン
バ
ー
︒前ま

え

田だ

利と
し

保や
す

監
督
の
指
導

の
下も

と

︑懸
命
に
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
︒

競
技
の
結
果
︑﹁
町
村
の
部
﹂
に
お
い
て

Ａ
チ
ー
ム
が
２
時
間
10
分
５
秒
で
見
事
４

年
ぶ
り
５
度
目
の
栄
冠
を
つ
か
み
ま
し

た
︒Ａ
チ
ー
ム
ア
ン
カ
ー
入い

り

来き

颯そ
う

さ
ん
が

ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
︑
選
手
は
じ
め
監
督
や

ス
タ
ッ
フ
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
ま
し
た
︒

Ｂ
チ
ー
ム
は
2
時
間
12
分
52
秒
で
3
位
と

健
闘
︒Ｃ
チ
ー
ム
は
２
時
間
18
分
13
秒
で

９
位
で
し
た
︒４
区︵
40
歳
代
︶
の
蒲か

も

生う

英ひ
で

樹き

さ
ん
︑
大お

お

久く

保ぼ

誠ま
こ
と

さ
ん
︑
７
区︵
中

学
生
︶
の
冨と

み

永な
が

昌ま
さ

輝き

さ
ん
︑
８
区︵
小
学

女
子
︶
の
木き

原は
ら

蒼あ
お

生い

さ
ん
︑
９
区︵
小
学

男
子
︶
の
徳と

く

留ど
め

慶け
い

太た

さ
ん
︑
11
区︵
小
学

女
子
︶
の
水み

ず

町ま
ち

心こ

春は
る

さ
ん
が
区
間
賞
を
獲

得
す
る
力
走
を
見
せ
︑﹁
ア
ス
リ
ー
ト
タ

ウ
ン
み
ま
た
﹂
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
︒

思
い
を
一
つ
に
、
た
す
き
を
つ
な
い
だ

第
８
回
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

王
座
奪
還

４
大
会
ぶ
り
の
頂
点
へ

練習をともに乗り越えてきた本町代表の選手たち（敬称略） わ
が
町
の
誇
り
を
胸
に
た
す
き
を
つ
な
ぐ
第
８
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
世
代
性
別
の
総
合
力
で
競
わ
れ
る
今
大
会
で
、本
町
の
代
表
に
な
っ
た
選
手
た
ち
は
、

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
ね
の
け
て
の
逆
転
優
勝
で
、町
民
を
大
い
に
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

今
回
は
、大
会
後
の
選
手
や
そ
の
家
族
へ
思
い
を
聴
き
ま
し
た
。

ま
た
、監
督
に
レ
ー
ス
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

区間 年齢 距離 三股町Ａチーム 三股町Ｂチーム 三股町Ｃチーム

監督 前田 利保

コーチ 山之内吉光

１区 小学男子 1.7㌔㍍ 竹脇 優輝 山之内遼介 福留 広大

２区 50歳以上 2.3㌔㍍ 冨永 博文 成尾 秀久 去川 信行

３区 高校生 5.0㌔㍍ 二見　拓希 馬場　康成 田之上慈恩

４区 40歳代 2.6㌔㍍ 蒲生 英樹 大久保 誠 米田 透

５区 中学生 2.7㌔㍍ 八重尾 鴻 竹下 光栄 辻 淘哉

６区 一般 4.8㌔㍍ 寺本 豊 松野　雄太 福本 優

７区 中学生 3.4㌔㍍ 冨永 昌輝 木原 弘貴 吉川 賢心

８区 小学女子 1.1㌔㍍ 三城 愛梨 木原 蒼生 宮迫 瑠菜

９区 小学男子 1.5㌔㍍ 中西仁之介 徳留 慶太 田嶋桃一郎

１０区 一般 7.4㌔㍍ 田野 翼 川越　隆暉 川越 聖史

１１区 小学女子 1.0㌔㍍ 水町 心春 江口 結萌 桑畑 七海

１２区 高校生 5.7㌔㍍ 入来 颯 前田 爽汰 山元 一輝

補欠
選手
　

小学男子 中原 太陽・吉川 飛向・莫根 善　

小学女子 脇黒丸奈々・大久保穂花・栗原 蒼空

中学生 野尻 琉斗・蒲生 琢仁・桑畑 和樹

高校生 安藤 隼人・山田 俊輔・野崎 一真

一般 早田　賢二・的場 一樹・宮崎柔之助

40歳代 水町 英二・山之内健一

50歳以上 福丸 洋美・福重 久和

前田監督に聴く
－見事に王座奪還、勝因は

今年は、昨年の課題だった風邪など
でダウンした選手がおらず、予定ど
おりのメンバーで挑むことができま
した。小学生の強化が一番大切だと
考えて去年の５月から小学生を毎日指導し、早い時期に代表選
手を決めて、みんなで頑張ってきました。レースでは、後半に
小学生の３区間があるので、そこにつなぐまでに上位に食い込
み、小学生にたすきを渡すこと、そして小学生がそのまま走り
きれば優勝できると考えていました。

－小学生の指導で気をつけていることは

子どもは、体がまだ未成熟なので、補強運動をしっかりするこ
とが大切です。スクワットなどにしっかり取り組むことで能力
も向上し、ケガのリスクも減ります。また、走ること自体は一
人でできるので、「自分との戦いなんだ、自己ベストを出すこ
とを目標に！」を合言葉に、指導してきました。

－監督としてチーム全体を把握するために取り組んだことは

毎日、身近で指導しながら調子を確認できる小学生に比べ、中
学生以上は、それぞれの部活などで練習しているため、日頃の
様子は分かりません。そこで、早い段階から本人や家族への電
話連絡や、直接会ってコンディションを確認したり、また所属
選手が出場する大会を見に行き、状態を見極めるように努めま
した。今年は、チームの雰囲気も良く、昨年12月の壮行会でも
選手たちから「区間賞を取りたい」との決意を多く聞けました。
実際、子どもたちは小学生の４区間中、３区間で区間賞を取り
ました。

－３回の悔しさを経験し、取り戻した優勝について

今年は絶対に負けられないという強い気持ちで挑みました。第
１回から４年連続で優勝した後に５回目で王座を逃がしたと
き、「また優勝するまでは絶対に監督を続ける」と決めたのです
が、長かったです。今はほっとしています。走るというのは、自
分との戦いですから、やめようと思えばそこで止まれます。だ
から、肉体はもちろん、必ず走りきるんだという精神力の強さ
が必要です。子どもたちには、少しでもタイムが上がったり、ス
クワットの回数が増えてくれば褒める。褒めながら伸ばすこと
を大切にすることで、本人たちも楽しみながら、強くなります。

－来年に向けての抱負を

８年間監督を任せてもらい、立派な選手たちのチームを率いる
ことができて誇りに思います。今回のメンバーは、小中学生が
強く、大学生も引き続き残ります。来年も連覇に向けて頑張っ
ていきます。これからも皆さんのご声援をお願いします。

選
手
と
そ
の
家
族
の
コ
メ
ン
ト

今
回
、
小
学
女
子
の
11
区
で
区
間
賞
の
快
走
を

見
せ
、
優
勝
に
貢
献
し
た
水
町
心
春（
み
ず
ま
ち
こ

は
る
）
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
姉
の
心
音（
こ
と
ね
）
さ

ん
は
第
５
、
６
回
大
会
に
、
父
親
の
英
二
さ
ん
は
、

第
６
、
７
回
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

心こ

春は
る

さ
ん

中
継
所
で
待
っ
て
い
る
と
、
三
股
が
五
ヶ
瀬
を

抜
い
て
首
位
に
な
っ
た
と
い
う
情
報
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
足
を
引
っ
張
ら
な

い
よ
う
に
と
緊
張
し
ま
し
た
が
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
力
に
変
え
て
た
す
き
を
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。区
間
賞
が
発
表
さ
れ
る
と
、
家

族
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

し
て
く
れ
る
姉
や
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
勇
気
づ
け

て
く
れ
る
父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
町
の
代
表

と
し
て
、
優
勝
旗
を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

心こ
と

音ね

さ
ん

自
分
が
出
場
し
た
と
き
に
は
、
優
勝
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
結
果
は
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
の
目
標

は
、
姉
妹
で
練
習
を
積
ん
で
全
国
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

英え
い

二じ

さ
ん

２
人
の
娘
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
み
て
、
自
分

も
長
距
離
を
始
め
ま
し
た
。家
族
で
一
緒
に
大
会

に
出
場
し
て
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
今
し
か
出

来
な
い
貴
重
な
体
験
で
す
。ま
た
、
三
股
は
実
績

の
あ
る
指
導
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
お
り
、
熱

心
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

心春さん（左）
英二さん（中央）
心音さん（右）
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新
た
な
歴
史
を
刻
む

ゴ
ー
ル
地
点
に
は
︑
笑
顔
で
選
手
た
ち

の
力
走
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
前
田
監
督
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
︒今
回
の
復
活
優
勝
の

背
景
に
は
︑
４
連
覇
後
の
優
勝
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
間
︑
ど
う
し
た
ら﹁
三
股
魂
﹂

が
出
せ
る
の
か
︑
勝
て
る
の
か
を
考
え
続

け
る
選
手
︑
指
導
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
︒

監
督
自
身
も﹁
今
年
は
絶
対
に
負
け
ら

れ
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
挑
ん
だ
﹂
と

話
し
て
い
ま
す
︒こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま

え
て
選
手
一
人
一
人
の
状
況
に
目
を
配
り
︑

き
め
細
か
な
指
導
を
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
︑

優
勝
旗
を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

開
幕
ま
で
２
年
半
あ
ま
り
と
な
っ
た
２

０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
︒

﹁
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た
﹂
を
掲
げ

る
本
町
で
は
︑
本
大
会
の
優
勝
を
登
竜
門

に
︑
最
終
目
標
で
あ
る﹁
地
元
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
出
す
こ
と
﹂を
目
指
し
︑

世
界
へ
通
用
す
る
人
材
を
育
て
た
い
と
い

う
長
距
離
関
係
者
の
思
い
が
あ
り
ま
す
︒

新
た
に
刻
む
歴
史
に
向
け
︑
す
で
に
練

習
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
︒

大会／期日 三股町Ａチーム 三股町Ｂチーム 三股町Ｃチーム 区間・距離

第１回
【2011.1.9】

２時間20分33秒
（町村の部　第１位）
（総　　合　第５位）

2時間27分23秒
（町村の部　第６位）
（総　　合　第16位）

10区間
42.3㌔

第２回
【2012.1.9】

２時間７分13秒
（町村の部　第１位）
（総　　合　第４位）

２時間13分57秒
（町村の部　第６位）
（総　　合　第１８位）

12区間
39.6㌔

第３回
【2013.1.14】

２時間４分47秒
（町村の部　第１位）
（総　　合　第４位）

２時間12分７秒
（町村の部　第４位）
（総　　合　第13位）

12区間
39.2㌔

第４回
【2014.1.13】

２時間５分20秒
（町村の部　第１位）
（総　　合　第４位）

２時間14分30秒
（町村の部　第７位）
（総　　合　第２１位）

12区間
39.2㌔

第５回
【2015.1.12】

２時間10分53秒
（町村の部　第３位）
（総　　合　第１３位）

２時間12分４秒
（町村の部　第６位）
（総　　合　第１６位）

12区間
39.2㌔

第６回
【2016.1.11】

２時間5分36秒
（町村の部　第２位）
（総　　合　第５位）

２時間11分34秒
（町村の部　第６位）
（総　　合　第２０位）

２時間18分50秒
（町村の部　第１４位）
（総　　合　第３０位）

12区間
39.2㌔

第７回
【2017.1.9】

２時間13分24秒
（町村の部　第５位）
（総　　合　第20位）

２時間15分27秒
（町村の部　第７位）
（総　　合　第２３位）

２時間24分18秒
（町村の部　第１８位）
（総　　合　第３８位）

12区間
39.2㌔

第８回
【2018.1.12】

２時間10分５秒
（町村の部　第１位）
（総　　合　第10位）

２時間12分52秒
（町村の部　第３位）
（総　　合　第１６位）

２時間18分13秒
（町村の部　第９位）
（総　　合　第２６位）

12区間
39.2㌔

宮崎県市町村対抗駅伝の本町チーム成績

Aチーム_４区

蒲
かも

生
う

英
ひで

樹
き

8分4秒（2.6㌔）

Aチーム_11区

水
みず

町
まち

心
こ

春
はる

3分24秒（1.0㌔）

Bチーム_８区

木
き

原
はら

蒼
あお

生
い

3分33秒（1.1㌔）
★区間新

Aチーム_７区

冨
とみ

永
なが

昌
まさ

輝
き

10分30秒（3.4㌔）
★区間新

Bチーム_４区

大
おお

久
く

保
ぼ

誠
まこと

8分4秒（2.6㌔）

Bチーム_９区

徳
とく

留
どめ

慶
けい

太
た

5分13秒（1.5㌔）

第８回県市町村対抗駅伝競走大会 区間賞受賞者（敬称略）

１
月
14
日
︑
町
と
町
消
防
団︵
朝
倉
勝

昭
団
長
︑
１
６
０
人
︶
は
︑
町
ふ
れ
あ
い

中
央
広
場︵
町
立
文
化
会
館
西
側
︶
で
新

春
を
飾
る﹁
三
股
町
消
防
出
初
式
﹂
を
行

い
ま
し
た
︒

こ
れ
は
︑
団
員
の
士
気
高
揚
と
消
防
技

術
の
向
上
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
︒

当
日
は
式
典
に
先
立
ち
︑
消
防
車
両
14

台
に
よ
っ
て
︑
役
場
か
ら
会
場
ま
で
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

式
典
で
は
木
佐
貫
町
長
が
点
検
長
と
な

り
︑
機
動
本
部
か
ら
第
７
部
ま
で
の
各
部

の
服
装
や
規
律
︑機
械
器
具
の
整
備
状
況
︑

発
水
の
所
要
時
間
な
ど
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
︒
ま
た
︑
町
内
12
カ
所
の
保
育
園

や
認
定
子
ど
も
園
で
組
織
さ
れ
る
︑﹁
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
﹂
が
か
わ
い
い
放
水
を

行
っ
た
ほ
か
︑
業
務
に
長
年
功
績
の
あ
っ

た
団
員
や
家
族
︑
退
職
者
の
表
彰
な
ど
も

行
わ
れ
ま
し
た
︒

式
は
︑
終
始
厳
粛
な
中
に
消
防
団
の
気

迫
と
見
事
な
規
律
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
︒

審
査
結
果
と
受
賞
者
・
受
賞
団
体
・
感

謝
状
受
領
者
は
次
の
と
お
り
で
す︵
敬
称

略
︶︒

●
出
初
式
点
検・発
水
の
審
査
結
果

１
位
／
第
２
部

２
位
／
第
７
部

３
位
／
第
３
部

●
最
優
秀
部
長
賞

第
５
部
長　

轟
木
利
郎

●
受
賞
者・受
賞
団
体

【
県
知
事
表
彰
】

︵
定
例
表
彰
︶
福
永
健
二
・︵
感
謝
状
︶

永
吉
清
美

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

︵
功
績
章
︶
田
尻
和
吉
・︵
精
績
章
︶
山

元
栄
二
︑
馬
場
弘
樹
︑
南
田
幸
博
・︵
感

謝
状
︶
田
尻
和
枝
︑
福
永
ま
ゆ
み

【
県
消
防
協
会
都
城
支
部
長
表
彰
】

︵
優
良
部
︶
機
動
本
部
・︵
団
員
︶
藤
井

健
二
︑
丸
山
祐
宜
︑
別
納
広
樹
︑
徳
田

一
郎

【
町
長
表
彰
】

︵
一
般
団
員
︶
森
悠
介
︑
福
田
和
紀
︑
田

中
邦
浩
︑
和
田
賢
太
郎
︑
鈴
木
健
二
︑

相
葉
茂
樹
︑
河
野
武
︑
内
村
大
介
︑
江

夏
達
也
・︵
感
謝
状
︶
出
水
浩
子
︑
藤
井

江
理
花

【
団
長
表
彰
】

︵
一
般
団
員
︶
久
保
賢
一
︑
和
田
裕
之
︑

西
村
夏
樹
︑
村
尾
憲
一
︑
黒
木
興
輔
︑

渡
邉
久
︑
大
久
保
哲
智
︑
谷
山
翔
太
郎
︑

杉
本
康
一
︑岩
崎
隆
司
︑久
松
浩
毅
︑菊

池
雄
大
︑乘
峯
敏
明
︑東
聡
︑桒
畑
貴
志
︑

児
島
千
嘉
︑
假
屋
美
月
︑
水
元
理
沙

【
退
職
報
償
者（
銀
杯
）】

︵
２
号
：
勤
続
15
年
以
上
︶
原
田
昌

見事な規律で

一糸乱れぬ分列行進服装や規律を点検

消防車両全14台によるパレード

幼年消防クラブによる発水

消防
出初式
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３
３
５
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

１
月
５
日
、
平
成
30
年
三
股
町
成
人

式
が
開
か
れ
た
町
立
文
化
会
館
で

は
、
あ
で
や
か
な
振
り
袖
、
羽
織
は

か
ま
や
、
り
り
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
若

者
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
ま
し
た
。恩

師
や
友
人
と
の
再
会
や
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
っ
た
当
日
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

１
月
５
日
に
︑
町
立
文
化
会
館
で
平
成

30
年
三
股
町
成
人
式︵
町
教
委
主
催
︶
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
︒今
年
の
新
成
人
は
男

性
１
５
７
人
︑
女
性
１
７
８
人
の
計
３
３

５
人︵
町
外
在
住
の
本
町
出
身
者
を
含
む
︶

で
︑
う
ち
２
３
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
︒

式
で
は
︑
新
成
人
の
最も

上が
み

川が
わ

寛ひ
ろ

明あ
き

さ
ん

が
先
導
役
と
な
り
︑
全
員
で
町
民
憲
章
を

読
み
上
げ
た
後
︑
木
佐
貫
町
長
が
代
表
の

足あ

立だ
ち

伊い

織お
り

さ
ん
と
浜は

ま

中な
か

珠じ
ゅ

里り

菜な

さ
ん
に
成

人
証
書
を
授
与
し
ま
し
た
︒続
い
て
石い

し

田だ

裕ゆ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
が
成
人
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
の
意
見
を
発
表
︒
そ
の
堂
々
と
し
た
姿

に
︑
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
︒

第
２
部
の
記
念
式
典
で
は
︑
本
町
出
身

の
橋は

し

本も
と

愛よ
し

大ひ
ろ

さ
ん
が
所
属
す
る
音
楽
ユ

ニ
ッ
ト﹁L

ラ
ン
ド
 
セ
ル

and
C
ell

﹂
に
よ
る
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒橋
本
さ
ん
の
姉
で
歌

手
の
Ｍま

い

み

Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｉ︵
橋
本
舞
美
︶
さ
ん
も

ゲ
ス
ト
出
演
し
︑
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
︒ま

た
︑
中
学
生
時
代
の
ス
ラ
イ
ド
上
映

や
恩
師
が
登
壇
し
て
の
激
励
な
ど
も
あ
り
︑

会
場
は
歓
声
と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
︒

今
回
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
の
は
︑

新
成
人
７
人
と
来
年
成
人
を
迎
え
る
２
人

の
実
行
委
員
︒昨
年
10
月
か
ら
定
期
的
に

集
ま
り
︑
知
恵
を
出
し
合
っ
た
実
行
委
員

に
対
し
︑
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
︒

「
先
輩
方
の
成
人
式

を
お
手
伝
い
し
た

こ
と
で
、
と
て
も

来
年
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。一
年

後
の
式
も
今
回
の

よ
う
な
素
晴
ら
し

い
も
の
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。」

来
年
度
新
成
人
の

実
行
委
員
コ
メ
ン
ト

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た

実
行
委
員
の
皆
さ
ん

成人証書授与（足立伊織さん・浜中珠里菜さん）

華やかな衣装に身を包んだ新成人の皆さんMAIMI &Land Cell ライブ

中学時代の恩師がお祝いに駆けつけてくれました 町民憲章朗誦（最上川寛明さん）髙
たか

野
の

瑤
よう

子
こ

さん 中
なか

原
はら

瑞
みず

帆
ほ

さん

成
人
式
を

迎
え
る
に
当
た
っ
て

石
田
裕
太
郎
さ
ん（
20
） 【
三
原
】

新
成
人
意
見
発
表（
抜
粋
）

平
成
30
年

三
股
町
成
人
式

本
日
の
成
人
式
に
あ
た
り
、
盛
大
な
式

典
を
催
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
門
出

を
お
祝
い
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。ま
た
、
温
か
い
お
祝
い
と
激
励
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
新
成
人
と
し
て
の

喜
び
を
か
み
し
め
る
と
同
時
に
、
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
自

然
豊
か
な
三
股
町
に
生
ま
れ
、
と
も
に
競

い
合
っ
た
仲
間
と
、
今
こ
う
し
て
三
股
町

の
新
成
人
と
し
て
誓
い
を
と
も
に
し
、
こ

の
ふ
る
さ
と
を
誇
り
と
し
て
心
に
刻
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
中
に

は
、
す
で
に
実
社
会
入
り
し
て
働
い
て
い

る
者
も
い
ま
す
し
、
学
業
を
継
続
中
の
者

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
置
か
れ
た
状
況
の

違
い
は
あ
れ
、
今
日
か
ら
社
会
人
１
年
生

と
し
て
、
皆
さ
ま
方
の
お
仲
間
入
り
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
意
義
深
い
教
訓
を
胸
に
刻
み
、
常

に
向
上
心
を
持
っ
て
前
進
す
る
覚
悟
で
す
。

今
、
世
の
中
に
は
信
じ
が
た
い
出
来
事
が

毎
日
の
よ
う
に
私
た
ち
の
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
す
。私
は
、去
年
の
冬
休
み
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
見
た
途
上
国
の
景
色
は
今
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
セ
ブ
島
で
は
華
や
か
な
場

所
が
あ
る
一
方
で
、
街
の
中
心
か
ら
少
し

離
れ
る
と
ボ
ロ
ボ
ロ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

「
お
金
を
頂
戴
」
と
寄
っ
て
く
る
子
供
た

ち
が
い
ま
し
た
。
日
本
に
は
な
い
貧
し
さ

を
体
験
す
る
と
同
時
に
、
い
か
に
自
分
が

甘
え
た
生
活
を
し
て
い
た
か
を
痛
感
し
ま

し
た
。し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
忙
し
す
ぎ
る

日
本
社
会
が
忘
れ
か
け
て
い
る
何
か
大
切

な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
に
感
謝
し
た
り
、
人
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
で
す
。
本
日
こ
う
し

て
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

両
親
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
多
く
の
仲
間
た
ち

の
お
か
げ
で
す
。こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
新
た
な
気
持
ち
で
歩
き
出
し

て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
新
成
人
代

表
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

としょかん映写会　東日本大震災をふりかえる
作
、
上
映
し
ま
す
。入
場
無
料
で
、事
前
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。ど
う
ぞ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

①  『
ラ
ジ
オ
』
…
２
月
16
日（
金
）、３
月
16

日（
金
）午
前
10
時
10
分
～
11
時
40
分

被
災
地
・
宮
城
県
女
川
町
で
、
震
災
の
一

カ
月
後
に
地
元
の
人
た
ち
の
手
で
作
ら
れ

た
臨
時
災
害
放
送
局「
女
川
さ
い
が
い
Ｆ

Ｍ
」。地
域
に
必
要
な
情
報
を
届
け
よ
う
と

集
ま
っ
た
高
校
生
な
ど
の
若
い
ス
タ
ッ
フ

と
、地
元
の
皆
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た「
心
」

の
復
興
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
す
。

②  『
遺
体　
明
日
へ
の
十
日
間
』
…
２
月
16

日（
金
）、
３
月
16
日（
金
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
10
分

被
害
に
見
舞
わ
れ
た
岩
手
県
釜
石
市
。津

波
に
よ
る
多
く
の
犠
牲
者
の
遺
体
身
元
確
認

作
業
を
行
っ
た
の
は
、
残
さ
れ
た
地
元
の
医

師
や
歯
科
医
師
た
ち
。人
の
尊
厳
を
守
り
な

が
ら
、一
人
で
も
多
く
の
遺
体
を
家
族
の
元

に
帰
し
て
あ
げ
た
い
。は
じ
め
は
呆
然
と
眺

め
て
い
た
市
職
員
た
ち
も
、
率
先
し
て
動
く

よ
う
に
な
っ
て
い
く
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

■�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
家
族
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
23
日
、「
小
さ
な
音
楽
会
」
に
よ
る

『
お
い
で
お
い
でX

'm
asX
'm
as

コ
ン
サ
ー

ト
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
小
さ
な
音
楽
会
」

は
、平
成
元
年
に
地
元
音
楽
家
で
結
成
し
、た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
を
届
け
て
き

た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス

の
時
期
に
開
催
さ
れ
、
年
齢
問
わ
ず
楽
し
め

る
と
人
気
で
す
。出
演
は
、
川か
わ

﨑さ
き

圭け
い

子こ
（
う

た
）、
福ふ
く

永な
が

那な

津つ

子こ
（
ピ
ア
ノ
）、
横よ
こ

山や
ま

桂け
い

子こ

（
ピ
ア
ノ･

フ
ル
ー
ト･

キ
ー
ボ
ー
ド
）、愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）、ゲ
ス
ト
の
豊と
よ

國く
に

淳じ
ゅ
ん

子こ
（
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
）
と
上う
え

之の

園ぞ
の

謙け
ん

治じ

（
ド
ラ
ム
ス･

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）の
６
人
。

今
年
も
多
く
の
家
族
連
れ
が
来
場
し
、
子

ど
も
た
ち
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
っ

た
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
し

た
。会
場
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
し
た
と
き

に
は
、ひ
と
き
わ
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、子

ど
も
た
ち
は
大
興
奮
の
様
子
で
し
た
。

●
上
方
落
語
を
味
わ
お
う
！

３
月
９
日（
金
）、
自
主
文
化
事
業
・
落
語

「
桂か
つ
ら

よ
ね
吉き
ち

独
演
会
」が
行
わ
れ
ま
す
。

人
間
国
宝
・
桂
米
朝
一
門
の「
桂
よ
ね
吉
」

は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
お
笑
い
新
人
グ
ラ
ン
プ
リ
新
人

賞
受
賞
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸
大
賞
落
語
部
門

大
賞
受
賞
な
ど
、
関
西
を
中
心
に
活
躍
し
て

い
る
新
進
気
鋭
の
噺
家
で
す
。

華
麗
な
所し
ょ

作さ

で
色
気
と
品
を
か
も
し
出

す「
よ
ね
吉
落
語
」。そ
の
持
ち
味
は
、
ネ
タ

の
本
質
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
、
そ
こ
に
遊

び
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
た
独
自
の
技
。常

連
さ
ん
も
、
初
め
て
の
人
も
楽
し
ま
せ
る
落

語
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
惹
き
つ
け
ま
す
。昨

年
、文
化
会
館
で
開
催
し
た
独
演
会
は
、会
場

を
笑
い
で
包
み
、好
評
を
得
ま
し
た
。今
回
も

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
方
で
は
な
か
な
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
関
西
上
方
の
名
人
落
語
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�「
ア
フ
リ
カ
の
真
珠
～
ウ
ガ
ン
ダ
で
見

　
た
世
界
～
写
真
展
」を
開
催
し
ま
し
た

12
月
20
日
～
１
月
21
日
ま
で
、
ウ
ガ
ン

ダ
共
和
国
の
写
真
・
図
書
展
示
を
行
い
ま
し

た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業「
青
年
海
外

協
力
隊
」
と
し
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
２

年
間
、ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
で
活
動
し
た
佐さ

さ々

木き

義よ
し

和か
ず

さ
ん（
町
役
場
職
員
）
に
、
写
真
を

提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。人
々
の
生
活
や

笑
顔
、井
戸
管
理
や
衛
生
指
導
な
ど
を
行
う

協
力
隊
活
動
の
様
子
、町
と
ウ
ガ
ン
ダ
共
和

国
の
交
流
活
動
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。来
場
者
は
、
現
地
で
撮
影
し
た
動
画

や
、ウ
ガ
ン
ダ
で
作
ら
れ
た
布
バ
ッ
ク
な
ど

を
、
関
心
し
た
様
子
で
見
て
い
ま
し
た
。

●「
と
し
ょ
か
ん
映
写
会　

～
東
日
本
大
震
災
を
ふ
り
か
え
る
～
」

毎
月
第
３
金
曜
日
に
、「
と
し
ょ
か
ん
映

写
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。２
・
３
月
は
、

東
日
本
大
震
災
を
ふ
り
か
え
る
作
品
を
２

クリスマスコンサート本番の様子

写真展Pearl of Africa ～ウガンダで見た世界

「桂よね吉」昨年の公演

リプリー・カラリー

外国語指導助手のコーナー

新
年
の
私

み
な
さ
ん
は「
新
年
の
抱
負
」
を
立
て

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
で
も
、
そ
の
抱

負
を
達
成
し
た
人
は
そ
ん
な
に
多
く
な

い
と
思
い
ま
す
。抱
負
で
一
番
多
い
の
は
、

「
痩
せ
る
こ
と
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
際
に
痩
せ
た
人
は
い
ま
す
か
？
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
全
然
楽
し
く
な
い
の
で
、
達
成

し
た
人
が
一
人
も
い
な
い
と
言
わ
れ
て

も
疑
い
ま
せ
ん
。私
も
今
ま
で
新
年
の
抱

負
を
達
成
し
た
こ
と
が
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
。で
も
、
今
年
こ
そ
は
新
年
の
抱
負

を
実
現
す
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
一

つ
目
は
、
漫
画
を
も
っ
と
読
む
こ
と
で
す
。

漫
画
は
好
き
だ
け
ど
、
お
金
が
か
か
る
の

みまたらしさ再発見。
町制施行70周年を記念してあらた
めて「みまたらしさ」を発見するため、

昨年４月にスタートした「みまたんフォトコンテスト」。
今年の３月まで残りわずかとなりました。投票者にも何
かプレゼントできないかと考え、11月の投票から、月間
賞に輝いた作品に投票した人の中から抽選で粗品を贈呈
する企画を始めました。毎月、第２土曜～第４日曜まで
町役場ロビー、文化会館エントランスホール、情報交流
センターあつまいで投票を受け付けています。

★�「三股らしさ」をテー
マに毎月フォトコンテ
ストを行い、入賞作品
を使って記念のカレン
ダーを制作します。毎
月、入賞作品１点に記
念品を贈呈。３月分ま
で実施します。

■企画商工課
　52－1114

で
、
今
ま
で
は

あ
ま
り
買
い

ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、好
き
な
こ
と
を
し

な
い
と
も
っ
た
い
な
い
で
す
。だ
か
ら
、今

年
は
た
め
ら
わ
ず
に
漫
画
を
楽
し
み
た

い
で
す
。二
つ
目
は
、お
に
ぎ
り
を
も
っ
と

食
べ
る
こ
と
で
す
。も
し
皆
さ
ん
も
何
か

食
べ
た
か
っ
た
ら
、
我
慢
せ
ず
に
食
べ
れ

ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
最
後

に
、写
真
を
も
っ
と
撮
る
こ
と
で
す
。日
常

の
些
細
な
こ
と
に
も
写
真
を
撮
る
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
日
々
を
忘
れ

た
く
な
い
で
す
。み
ん
な
、楽
し
い
新
年
の

抱
負
を
立
て
ま
し
ょ
う
！

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★健康バランス食実践のために★

● 問い合わせ：健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★２月の旬の食材は、カブ、ネギ、小松菜、リンゴ、イチゴです（材料は全て１人分です）。

果物…ビタミン・ミネラル・食物繊維が豊富です。１日の摂
取推奨量は200㌘ですが、20～40歳代では５割程度しか取

れていません。菓子類を果物に置き換えると、エネルギーを
抑えることができます。果物を上手に取り入れることが大
切です。　♪次回は『嗜

し

好
こう

品
ひん

』を紹介します♪

◎主食　ご飯
 168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

◎副菜　カブのカルパッチョ
 176㌔㌍　塩分0.4㌘
材　料　�カブ(小)…1個、カブの葉…適量、ベーコン…1枚、●オリーブ油

…小さじ2、●酢…小さじ１、●砂糖…小さじ1/3、●おろしにん
にく…小さじ1/4、●こしょう…少々

作り方　�①カブはスライサーで薄く切り、皿に並べる。②カブの葉とベー
コンは小さく刻み、フライパンで炒めてからカブの上に乗せ、●
を混ぜ合わせたものを上からかける。

◎主菜　ひき肉と豆腐のすき焼き風
 183㌔㌍　塩分1.4㌘
材　料　�牛ひき肉…20㌘、木綿豆腐…100㌘、ネギ…10㌘、チンゲン菜

…50㌘、▲しょう油…大さじ１/2、▲みりん…大さじ１/2、▲
砂糖…小さじ1/2、水溶き片栗粉…適量

作り方　�①ネギは小口切り、豆腐は厚さ１㌢の拍子木切りにする。②チン
ゲン菜は縦に八等分に切り、熱湯で色よくゆでる。③フライパン
に牛ひき肉を入れ、ゆっくり炒め、ネギ、▲を入れて５分ほど煮
る。④豆腐を入れて、温まったら、水溶き片栗粉でとろみをつけ
る。⑤皿に盛り、まわりをチンゲン菜で飾る。

町制施行70周年記念行事実行委員会便り
【第４回】

フォトコンテスト 10 月の月間賞

One Point!

◎副菜　みそ汁
 28㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�小松菜…10㌘、タマネギ…20㌘、ワカメ…少々、だし汁…120㍉㍑、

みそ…大さじ1/2
作り方　�①具材を食べやすい大きさに切り、タマネギ、小松菜の順にだし汁

で軟らかく煮る。②火を止め、みそを溶き入れ、ワカメを散らす。

◎もう一品　果物
 44㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�リンゴ…50㌘、イチゴ…50㌘

『みまたんフォトコンテスト』ただいま開催中！！
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「
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
作
っ
た

つ
き
た
て
の
お
餅
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
」

参
加
者

ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

新に
い

坂さ
か

優ゆ
う

來ら
い

く
ん

（
轟
木
在
住
）

12
月
17
日
︑
町
障
が
い
児
者
連

絡
協
議
会
と
町
身
体
障
害
者
連
絡

協
議
会
は
︑
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

元
気
の
杜
で﹁
福
祉
講
演
会
﹂
を

開
催
︒
そ
の
中
で
︑
県
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会
か
ら
︑
町
障
が
い
児

者
連
絡
協
議
会
会
長
で
あ
る
政ま

さ

野の

信し
ん

市い
ち

さ
ん
へ
の
団
体
育
成
功

労
賞
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
︒政
野
さ
ん
は
︑
平
成
元
年

に
町
視
覚
障
害
者
福
祉
会
を
立
ち

上
げ
︑
長
年
︑
組
織
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
賞
︒伝

達
式
の
後
︑
視
覚
障
害
者
の
藏く

ら

元も
と

茂し
げ

志し

さ
ん
が﹁
み
ん
な
に
知
っ
て

ほ
し
い
盲
導
犬
の
こ
と
﹂
と
題
し

て
講
演
︒
ま
た
藏
元

さ
ん
が
所
属
す
る

Ｓサ
ン
ク
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ー

Ａ
Ｎ
Ｋ
５
Ｇ
に
よ

る
歌
と
演
奏
が
披
露

さ
れ
︑
今
回
の
受
賞

に
花
を
添
え
ま
し
た
︒

12
月
16
日
︑
豊
栄
学
園
都
城
東

高
等
学
校︵
中な

か

島し
ま

修し
ゅ
う

三ぞ
う

校
長
︑
３

９
９
人
︶
で
︑調
理
科
３
年
生︵
42

人
︶
の
卒
業
作
品
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒生
徒
た
ち
が
３
年
間
で

学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
注
ぎ
込
み
︑

メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や
試
作
を
繰
り

返
し
な
が
ら
準
備
︒
そ
れ
ぞ
れ
の

生
徒
が
集
大
成
と
し
て
創
作
し
た

料
理
を
披
露
︒会
場
内
に
は
和
食
︑

洋
食
︑
中
華
な
ど
の
料
理
が
並
べ

ら
れ
︑
中
学
校
の
恩
師
や
保
護
者

を
は
じ
め
と
し
た
来
場
者
は
︑
生

徒
た
ち
の
成
長
に
感
心
の
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
︒ま
た
︑会
場
内
に

は
︑﹁
第
18
回
シ
ー
フ
ー
ド
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
﹂︵
全
国
漁
業
共
同
組
合

連
合
会
主
催
︶で
︑最
高
賞
に
当
た

る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

橋は
し

口ぐ
ち

幸ゆ
き

音ね

さ
ん
の
作
品﹁
あ
じ
な

気
持
ち
で
オ
シ
ャ
レ
プ
レ
ー
ト
﹂

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
︒

政
野
信
市
さ
ん

団
体
育
成
功
労
賞
を
受
賞

３
年
間
の
集
大
成
を
披
露

東
高
調
理
科
卒
業
作
品
展

１
月
13
日
︑
社
会
福
祉
法
人
や

ま
び
こ
会︵
原は

ら

田だ

順じ
ゅ
ん

一い
ち

理
事
長
︶は
︑

同
会
が
運
営
す
る
６
つ
の
保
育
園

︵
ひ
ま
わ
り
保
育
園
な
が
た
分
園

を
含
む
︶
の
年
長
児
童
を
対
象
と

し
た
交
流
会﹁
み
ん
な
と
も
だ
ち
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
︒こ
れ
は
︑小
学

校
入
学
へ
の
不
安
や
緊
張
を
和
ら

げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
︒園
児
た

ち
は
︑
都
城
泉
ヶ
丘
高
校
ダ
ン
ス

部
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
鑑
賞
し
た

ほ
か
︑
手
作
り
の
名
刺
交
換
を
行

い
な
が
ら
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
︒

歓
声
を
上
げ
て
交
流
す
る
園
児
の

姿
に
︑
保
護
者
も
安
心
し
た
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
︒

12
月
15
日
︑
町
商
工
会
青
年
部

主
催
の﹁
み
ま
た
ん
ク
リ
ス
マ
ス
﹂

が
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
は
︑町
内
の
幼
稚
園・保
育
園

の
年
長
児
な
ど
を
対
象
に
︑
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
︒こ
の
日
は
︑園
児
た
ち
の

踊
り
を
交
え
た
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
で
開
幕
︒﹁
ド
リ
ー
ム
戦
隊
・
ミ

マ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
﹂
で
は
︑

園
児
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

大
声
援
を
送
り
ま
し
た
︒最
後
は

サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら

れ
︑
会
場
は
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
︒

入
学
に
向
け
て
年
長
児
が
交
流

「
み
ん
な
と
も
だ
ち
」

園
児
た
ち
が
大
歓
声

み
ま
た

ク
リ
ス
マ
ス

12
月
23
日
︑
町
職
員
有
志
で

構
成
す
る﹁
え
き
に
ぎ
﹂
主
催
の

﹁
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
♥
み
ま
た
﹂

が
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒保
育
園
児
な
ど
︑地
域
住

民
が
紙
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
手

作
り
し
た
灯と

う

籠ろ
う

約
５
千
個
に
参
加

者
が
一
つ
ず
つ
点
火
︒冬
の
夜
に

浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な
光
景
に
︑

訪
れ
た
約
２
千
人
の
来
場
者
は
皆

う
っ
と
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
︒

ま
た
︑
み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん

元
気
会
主
催
の﹁
よ
か
よ
か
夜よ

市い
ち

﹂

や
チ
ャ
ル
ネ
イ
ロ︵
か
み
も
と
千

春
さ
ん
と
中

村
大
介
さ
ん
︶

に
よ
る
音
楽

ラ
イ
ブ
も
同

時
開
催
さ
れ
︑

イ
ベ
ン
ト
を

さ
ら
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
︒

12
月
14
日
︑
梶
山
小
学
校︵
黒く

ろ

木ぎ

美み

穂ほ

校
長
︑71
人
︶
が
︑ロ
ボ
ッ

ト
の
動
作
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す

る﹁
も
の
づ
く
り
体
験
授
業
﹂を
開

催
︒小
学
校
で
必
修
化
予
定
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
︑５
～
６
年
生
32
人
が
会

話
や
動
作
内
容
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

打
ち
込
ん
で
実
行
さ
せ
︑
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
の
役
割
を
学
習
し
ま
し
た
︒

児
童
た
ち
は
班
に
分
か
れ
︑
割
り

当
て
ら
れ
た
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト

に
会
話
や
踊
り
を
さ
せ
る
よ
う
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
︒
ロ
ボ
ッ
ト
が
思

い
ど
お
り
に
動
い
た
こ
と
に
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
︒

10
月
27
日
︑
宮
崎
市
で
行
わ
れ

た﹁
第
16
回
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮

崎
ス
ポ
ー
ツ
大
会﹃
ペ
タ
ン
ク
の

部
﹄﹂で
優
勝
し
た﹁
三
股
Ｃ
﹂チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
が
12
月
11
日
︑
町
長

へ
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
︒

﹁
三
股
Ｃ
﹂は
甲か

斐い

鹿し
か

男お

さ
ん
︑山や

ま

元も
と

凱か
ち

雄お

さ
ん
︑平ひ

ら

部べ

磨ま
す

子こ

さ
ん
の

３
人
で
構
成
︒全
員
が
︑下
新
ペ
タ

ン
ク
協
会︵
平ひ

ら

部べ

雅ま
さ

啓ひ
ろ

会
長
︑
21

人
︶
の
会
員
で
す
︒

週
３
回
の
練
習
で
互
い
に
技
術

の
研
さ
ん
に
励
ん
で
い
る
皆
さ
ん
︒

大
舞
台
で
日
ご
ろ
の
成
果
を
見
事

に
発
揮
し
︑
県
内
24
チ
ー
ム
の
頂

点
に
立
ち
ま
し
た
︒

12
月
16
日
︑
ひ
ま
わ
り
保
育
園

な
が
た
分
園
の
保
護
者
会︵
新に

い

坂さ
か

雄ゆ
う

二じ

会
長
︶
主
催
の
餅
つ
き
大
会

が
第
５
地
区
分
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
︒こ
れ
は
︑日
本
の
伝
統
行
事
を

体
験
し
な
が
ら
お
互
い
の
交
流
を

深
め
よ
う
と
毎
年
開
催
︒参
加
し

た
園
児
な
ど
約
30
人
の
子
ど
も
た

ち
は
︑﹁
よ
い
し
ょ
！
﹂
の
元
気
な

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
力
い
っ
ぱ
い

餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
︒最
後

は
︑
つ
き
あ
が
っ
お
餅
を
丸
め
て

餡あ
ん

を
包
ん
だ
り
︑
イ
チ
ゴ
な
ど
を

使
っ
て
思
い
思
い
の
味
に
仕
上
げ

ま
し
た
︒園
児
や
保
護
者
も
一
緒

に
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
︒

冬
の
夜
に
幻
想
的
な
明
か
り

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
楽
し
く
学
ぶ

梶
山
小
で
ロ
ボ
ッ
ト
体
験

ペ
タ
ン
ク
県
大
会
優
勝

三
股
Ｃ
チ
ー
ム
受
賞
報
告

ひ
ま
わ
り
保
育
園
な
が
た
分
園

恒
例
の
親
子
餅
つ
き
大
会

参
加
者

「
三
股
Ｃ
」チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー

り
ん
ど
う
保
育
園

参
加
者

参
加
者

榎え
の
き

田だ

望の

愛あ

さ
ん

（
梶
山
小
６
年
）

甲か

斐い

鹿し
か

男お

さ
ん

（
下
新
在
住
）

田た

尻じ
り

優ゆ
う

介す
け

く
ん

（
山
王
原
在
住
）

山や
ま

森も
り

将し
ょ
う

立た

さ
ん

（
東
原
在
住
）

「
思
い
ど
お
り
に
言
葉
を
話
さ
せ
た
り
し
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
日
の
経
験
を
家
で
も
話

し
た
い
で
す
」

優
勝
は
５
年
ぶ
り
で
す
。
強
豪
揃
い
の
小
林
勢

を
相
手
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
進
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
他
の
園
の
お
友
達
と
も
お
話
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
小
学
校
に
入
学
し
て
会
え
る
の

が
楽
し
み
で
す
」

「
ス
テ
ー
ジ
で
楽
し
く
踊
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ー

で
は
ガ
イ
コ
ツ
が
怖
か
っ
た
け
ど
、
ミ
マ
タ
レ

ン
ジ
ャ
ー
は
か
っ
こ
良

か
っ
た
で
す
」

12
月
24
日
︑
町
物
産
館﹁
よ
か

も
ん
や
﹂前
駐
車
場・店
内
で﹁
第

１
２
６
回
み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も

ん
市︵
朝
市
︶﹂
が
開
か
れ
ま
し
た
︒

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
元
気

会︵
大お

お

河が

原わ
ら

祐た
す
く

会
長
︶
が
主
催
す

る
こ
の
朝
市
は
︑
地
域
活
性
化
な

ど
を
目
的
に
毎
月
第
４
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
︒手
作
り
の

手
芸
品
な
ど
が
出
品
さ
れ
る
ほ
か
︑

し
し
汁
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台

が
立
ち
並
び
ま
す
︒

正
月
を
間
近
に
控
え
た
こ
の
日

は
︑
年
末
恒
例
イ
ベ
ン
ト﹁
餅
つ

き
大
会
﹂を
実
施
︒来
場
者
が
交
互

に
杵き

ね

を
持
っ
て
餅
つ
き
を
体
験
し
︑

つ
い
た
餅
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま

し
た
︒
ま
た
︑
鮮
や
か
な
飾
り
を

着
け
た
シ
ャ
ン
カ
ン
馬
が
鈴
を
鳴

ら
し
な
が
ら
会
場
内
を
練
り
歩
き
︑

年
内
最
後
の
朝
市
に
彩
り
を
添
え

て
い
ま
し
た
︒　

こ
の
日
は
︑
早
朝
か
ら
多
く
の

お
客
さ
ん
が
詰
め
掛
け
︑
朝
食
を

取
っ
た
り
︑
買
い
物
を
楽
し
ん
だ

り
と
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
︒

朝
市
で
ま
ち
を
元
気
に　

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
市

「スローナイトらいぶ」
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民基本台帳法に基づき公表します。（ア
＝閲覧年月日、イ＝申出者の氏名、ウ＝
閲覧にかかる住民の範囲、エ＝利用目
的の概要）
①ア：平成28年12月13日
　イ：�環境省地球環境局総務課低炭素

社会推進室長　名倉�良雄
　ウ：�大字宮村（３地区）に住所のある

20歳以上の男女　60件
　エ：�平成29年度家庭部門のCO2排出

実態統計調査の対象者抽出
②ア：平成28年12月21日
　イ：�日本たばこ産業株式会社�たばこ

事業本部�Ｍ＆Ｓ企画部長�西谷�
圭一

　ウ：�大字蓼池に住所のある20歳以上
の男女　20件

　エ：�2017年「全国たばこ喫煙者率調
査」の対象者抽出

③ア：平成29年４月21日
　イ：�金融広報中央委員会（日本銀行情

報サービス局内）会長�吉國�眞一
　ウ：�大字樺山に住所のある20歳以上

の男女　16件
　エ：�「家計の金融行動に関する世論調

査」の対象者抽出
④ア：平成29年５月25日
　イ：�内閣府大臣官房政府広報室　政

府広報室長　日下�正周
　ウ：�大字蓼池に住所のある18歳以上

の日本人男女　28件
　エ：�「国民生活に関する世論調査」の

対象者抽出
⑤ア：平成29年５月25日
　イ：�株式会社野村総合研究所　常務

執行役員　村田�佳生
　ウ：�大字宮村に住所のある16歳以上

の日本人男女　14件
　エ：�「テレビ視聴に関する調査」の対

象者抽出
⑥ア：平成29年６月９日
　イ：�日本銀行情報サービス局�局長�

鶴海�誠一
　ウ：�大字蓼池に住所のある20歳以上

の男女　15件
　エ：�「生活意識に関するアンケート調

査」（第71回）の対象者抽出
⑦ア：平成29年８月22日

　イ：�内閣府大臣官房政府広報室�室長
原�宏彰

　ウ：�大字樺山に住所のある18歳以上
の日本人男女　12件

　エ：�｢移植医療に関する世論調査(附
帯調査：時事問題)｣の対象者抽出

⑧ア：平成29年10月31日
　イ：�内閣府大臣官房政府広報室�室長

原�宏彰
　ウ：�大字蓼池に住所のある18歳以上

の日本人男女　12件
　エ：�「防災に関する世論調査(附帯調

査：運転免許証の自主返納制度等
に関する世論調査)」の対象者抽出

⑨ア：平成29年11月17日
　イ：�日本銀行情報サービス局�局長�

鶴海�誠一
　ウ：�大字樺山に住所のある20歳以上

の男女　15件
　エ：�「生活意識に関するアンケート調

査」(第73回)の対象者抽出
⑩ア：平成29年11月17日
　イ：�一般財団法人ゆうちょ財団�理事

長�朝日�讓治
　ウ：�新馬場、大字樺山に住所のある20

歳以上の男女　20件
　エ：�「第３回家計と貯蓄に関する調

査」の対象者抽出
■問い合わせ＝
　町民保健課 戸籍住民係
　☎52－9630

シルバー人材センターは、健康で意
欲のある60歳以上の人が集まって組織
し、就業をとおして地域社会の発展に
貢献することを目的に運営している団
体です。
■ 仕事の内容＝①技術分野（経理事務、
編集、イラスト）②技能分野（自動車
運転、樹木剪定、網戸張り替え、大工
仕事）③事務分野（宛名書き、調査事
務）④管理分野（施設管理、物品管
理）⑤折衝外交分野（パンフレット
配布、集金、配達、店番、店員）⑥軽
作業分野（清掃、除草、商品管理、組
み立て加工、農作業、草刈り、樹木消

毒、内職）⑦サービス分野（家庭内の
掃除・洗濯、留守番、高齢者の話し相
手、病院の付き添い）⑧派遣業務

■ 会員の条件＝①町内に住んでいて、
原則60歳以上の人。②経験や能力を
生かす仕事がしたい人。③健康で働
く意欲がある人。

■ 入会の手続き＝事前に当センター
まで連絡をください。入会説明会の
案内書・必要書類を送付しますので、
活動の趣旨をご理解いただき、申込
書を当センターに提出してください。

■ 手続きに必要なもの＝所定の申込
書類、互助会入会費1,000円※このほ
か、会費と互助会費（年１回、合計
3,000円）の納入が必要です。

■ 入会説明会＝３月15日（木）、４月か
らは毎月20日に開催（土曜・日曜、祝
日の場合は順延）します。

■ 仮登録制度＝仮登録をした人に希望
する仕事を紹介し、仕事が見つかっ
たときに入会する制度です。仮登録
時点では、年会費の納入は不要です。

■問い合わせ＝
　町シルバー人材センター事務局
　☎52－7150

■寄付者一覧
平成29年12月１日から12月31日まで
社会福祉法人�三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付
　�茶道裏千家淡交会宮崎支部�都城分
会�代表�長峯�宗恵……………１万円

平成30年度の町立小・中学校の入学
式の日程は次のとおりです。

【小学校】４月10日（火）
●�入学予定者の生年月日＝平成23年
４月２日生まれ～平成24年４月１
日生まれ

【中学校】４月９日（月）
●�入学予定者の生年月日＝平成17年
４月２日生まれ～平成18年４月１
日生まれ
なお、入学通知書は２月上旬までに
対象家庭に郵送しますが、次の場合は
町教育委員会までご連絡ください。

・�２月中旬になっても入学通知書が
届かない場合

・町外に転出予定の場合
・ 町内転居予定で指定学校に変更が
ある場合

・�国公立または私立小・中学校に入
学予定の場合

※ 入学通知書は入学式当日に必要です
ので、紛失しないようご注意くださ
い。紛失した場合、町教育委員会まで
ご連絡ください。

■問い合わせ＝
　町教育委員会（教育課学校教育係）
　☎52－9314

交通災害共済は、交通事故で死亡・障
害・けがをした場合に、見舞金を支払う
制度です。
平成30年度も、次のとおり、加入申し
込みを受け付けます。
■申込期間＝
２月１日（木）～３月30日（金）

■ 共済期間＝４月１日～平成31年３
月31日（１年間）

※ 個人で申し込みをする場合は、４月
以降も受け付けますが、共済期間は、
受付日の翌日からとなります。

■加入資格＝町民・外国人住民
※ 修学のため一時的に町外に転出して

いる人も加入できます。
■ 申込方法＝申込書に必要事項を記
入し、共済掛金を添えて支部長・町
役場（案内窓口）・郵便局（ゆうちょ
銀行）でお申し込みください。

※ 申込用紙は、支部長宅に配布します。
また、町役場（案内窓口）にもあります。

■共済掛金＝１人につき500円
■問い合わせ＝
　町役場案内窓口
　☎52－1111

１月１日付で次の１人が新しく人権
擁護委員に就任し、人権擁護委員が６
人になりました。人権擁護委員は法務
大臣から委嘱され、人権相談や人権啓
発活動などを行います。人権相談は無
料です。
■新しい人権擁護委員＝
竹之下洋子さん

■問い合わせ＝
　総務課　行政係
　☎52－1112

３月の自殺対策強化月間に合わせて、
法律・経済・こころ・福祉などに関する
相談窓口を一箇所に設け、県民の悩み
に関する相談に専門機関の相談員が応
じます。
相談は無料、事前申し込みも不要で
すので、気軽にご相談ください。
■ 日時＝３月３日（土）午前10時30分～
午後４時（午後３時30分受付終了）

■ 場所＝ハローワークプラザ宮崎（宮
崎市大塚台西１丁目１－39）

■対象＝県内在住の人
■ 内容＝金銭トラブル、健康の悩み、
家庭の悩みなどに専門機関の相談
員が対応します。

【専門機関の相談員】県弁護士会、県司
法書士会、県看護協会、県臨床心理
士会、県精神保健福祉士会、県自殺
防止センター

※ 相談料は無料、事前申し込みは不要
です。

■問い合わせ＝
　県庁福祉保健課 地域福祉保健・自殺

対策担当
　☎0985－26－7075

平成30年４月から、本町ナンバープ
レートの手続きをするときに記入して
いただく、軽自動車税申告書の様式を
変更します。変更に伴い、手続きのとき
に証明書などが必要になります。
原動機付自転車（125ccまで）、小型特
殊自動車（トラクターなど）の手続きに
来られる場合は、以下のものを準備し
てください。
①新規・名義変更・車台変更
　■ 手続きに必要なもの…販売・譲渡

証明書（販売店で購入した人は
「販売証明書」、人から譲り受けた
人は「譲渡証明書」が必要です）、
本人確認ができるもの（免許証な
ど）、印かん（スタンプ印不可）

②廃車
　■ 手続きに必要なもの…ナンバー

プレート、本人が確認できるもの
（免許証など）、印かん（スタンプ
印不可）

※ 証明書の様式は住民税係で配布する
予定です。また、町の公式サイトか
らもダウンロードできるようになり
ます。必要事項が記載されていれば、
様式は問いません。（必要事項：社名、
車台番号、排気量、販売者・譲渡人と
購入者・譲受人の住所または所在地、
氏名または名称、電話番号、印かん）

■問い合わせ＝
　税務財政課 住民税係
　☎52－9638

平成28年12月1日～平成29年11月30
日までに、次のとおり住民基本台帳の
一部写しの閲覧がありましたので、住

お知らせ Mimata Information

小・中学校の入学式
を行います

市 町村交通災害共済
の加入申し込みを
受け付けます

住 民基本台帳の一部
写しの閲覧状況を
公表します

人 権擁護委員就任
をお知らせします

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

愛のご寄付
｢悩みに関するワンス
トップ相談会」を
開催します

軽 自動車税申告書の
様式が変わります

シ ルバー人材センター
の会員を募集します 桒畑ミノリ 夫 貢

みつぐ

75 下　新 ５万円
新地 信

のぶ

子
こ

母 ササエ 97 稗　田 ２万円
瀬ノ口義

よし

博
ひろ

母 タミ 95 上　新 ３万円
西村エイ子 夫 秋夫 82 上　米 ３万円
国分 時

とき

春
はる

母 國分サチ子 90 大鷺巣 ３万円
出水 勝

かつ

巳
み

母 スミ子 89 谷 １万円
隈元美

み

津
つ

子
こ

夫 港
みなと

87 寺　柱 ３万円
阿部 幸

さち

子
こ

母 和田ミエ 98 大　分 ３万円
米丸 久

ひさ

男
お

妻 逸子 81 仲　町 ３万円
渡邊 昇一 母 百敬（戒名） 86 － ３万円
坂元美代子 母 松元ハツ子 90 大鷺巣 ２万円
小牧 弘二 母 イチ 84 轟木 ３万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診
■日時＝３月１日（木）午後１時～１時30分受付
■対象者
・健診＝平成29年２月、８月、12月生まれの乳児
・相談＝平成29年４月、６月、10月生まれの乳児
■準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談を希望さ
れる方は、タオル2 ～ 3枚程度お持ちください。）

※ こどもの月齢に応じて医師の診察を行います。おっぱい
相談や栄養相談も実施しますので、ぜひご利用ください。

●２歳６カ月児歯科健診
■日時＝３月８日（木）午後１時～１時30分受付
■対象者＝平成27年８月１日～平成27年９月30日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳

※ 当日は歯科の診察を行います。ことばの相談、栄養相談
も実施しますので、ぜひご利用ください。

●パパママ教室
パパママ教室は、これから赤ちゃんを迎えるパパママの

ための教室です。出産や育児について事前に体験し、赤ちゃ
んを迎える準備をしましょう。参加費は無料です。

■日時＝３月11日（日）午前10時～正午
■対象者＝妊娠７、８、９カ月の妊婦、またその家族
■参加料＝無料
■内容＝パパの妊婦体験、沐浴練習、オムツ交換練習
■準備するもの＝母子健康手帳

※ 対象者には個別に案内をお送りします。参加希望者は事
前に申し込みが必要です。

●マザークラス
マザークラスは、ママが穏やかで安心した妊婦生活を送

れることを目的とした教室です。また、他の妊婦さんと交
流して、出産や育児に向けた楽しみや不安などの気持ちを
共有する場にもなっています。参加費は無料です。

■日時＝３月９日（金）午前10時～正午
■対象者＝妊娠７、８、９カ月の妊婦
■内容＝妊娠中の食生活、妊婦体操、妊娠・出産の経過
■準備するもの＝母子健康手帳

※ 対象者には個別に案内をお送りします。参加希望者は事
前に申し込みが必要です。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101

●子育て支援センターに遊びにきませんか？
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」

の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護者
です（保護者同伴が原則）。月曜・火曜・木曜の午前９時～
正午までと、午後１時～３時まで、金曜は午前９時～正午

までセンターを開放しています。また、開放日に合わせて、
毎月楽しい行事や教室を行っています（予約が必要な活動
もあります。）。子どもと遊べる場所を探している、お友達を
つくりたいお母さんは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●友達つくろう！一緒にあそぼう！

子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と、
手遊びや製作などを通して触れ合いましょう。

■日時＝２月15日（木）午前10時30分～ 11時
●リトミック～音とリズムをお母さんと一緒に楽しみましょう～

■ 日時＝２月20日（火）午前10時～ 10時30分（２歳未満
対象）、午前10時30分～ 11時（２歳以上対象）

■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝川﨑 圭子先生
■申込先＝子育て支援センター☎52－8101

※ それぞれ、８組限定となります。ただし、１人で立つ、歩
くことが可能な幼児。

●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で

楽しい時間を過ごしましょう。
■日時＝２月27日（火）午前10時～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■日時＝３月１日（木）午前10時30分～ 11時

●親子教室（親子でのびのびストレッチ）
乳幼児を抱っこしながら、負荷をかけて行うストレッチ

を紹介します。参加したい人は、申し込みして下さい。24
組限定となります。

■日時＝３月６日（火）午前10時30分～開始
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝中筋　清人先生　（健康運動指導士）
■ 対象＝首が座ったころから３歳児くらいまでの子ど

もと母親※乳児は抱っこ紐をご準備ください（スリン
グは不可）。

■主催＝宮日母子福祉事業団
■申し込み先＝子育て支援センター☎52－8101

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。“依頼者は信頼・安心して預け、提供者は大切にか
わいがって預かってくれる”そんな、お互いにとって優し
さや喜びが響き合うことを大切にしながら活動を行ってい
ます。
●困っているお母さんやお父さんのお手伝いをしてみませんか？

短時間の託児・短距離の送迎を優しく受け入れてくれる
人を募集しています。「まかせて（提供）会員＝子育ての援

助をしたい人」の養成講習会を行います。
※ 預かる子どもの年齢、時間や援助内容は選ぶことができま

す。講習会で基本的な知識を身に付けてからの援助開始と
なります。実際の活動は、講習後に決めることができます。
■ 開催日＝３月７日（水）・８日（木）／７日…午前８時

40分～午後４時30分（受付：午前8時30分から）、８日
…午前10時～午前11時

■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■ 内容＝７日…保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄

養士、保育士による保育の講習。８日…救急法を1時間
受講していただきます。

　※ 短時間に分けた受講や、託児を希望する人は事前にご
相談ください。

■申し込み・問い合わせ＝町総合福祉センター内ファミ
リー・サポート・センター事務所☎51－5688

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング
■日時＝２月19日（月）午前10時～ 11時
■場所＝町健康管理センター

※ 音楽に合わせながら、ストレッチや「歩く」動作を中心
とした運動をします。町民なら誰でも参加できますので、
動きやすい服装で、室内用の靴をご準備ください。

●２月23日（金）は「三股町総ぐるみ献血参加運動」の日です
「総ぐるみ献血参加運動」とは、献血の協力を呼び掛ける
運動で、県や各市町村、推進団体、血液センターが連携し
て県内で展開中しています。輸血用の血液は、事故や手術
だけでなく、その多くは病気治療のために使われています。
また、長期にわたって保存ができないため、常に皆さんの
協力を必要としています。献血は、命を救う大きなボラン
ティアです。献血を取り巻く環境は厳しく、安定的な血液
確保のために、今こそ、皆さんの協力が必要です。

■ 日時＝２月23日（木）午前９時30分～午後４時（正午
～午後１時30分は休憩）

■ 場所＝町役場（1階ロビーで受け付け後、献血車内で
行います）

■献血の種類＝400㍉㍑全血献血
■献血対象者＝
・男性：17 ～ 69歳、女性：18 ～ 69歳
・体重50㌔以上で体調の良い人

※ 65歳以上の人は60 ～ 64歳までに献血経験がある人に
限られます。その他、当日の問診で献血できない場合が
あります。

※ 当日は、町骨髄移植ドナー支援事業の登録も受け付けま
す。骨髄移植ドナー登録に興味がある人は、是非お越し

いただき、担当者にお声かけください。
※ 検査後、血液型（Rh±を含む）や健康管理の目安となる

検査数値を希望する人に通知しています。健康管理にお
役立てください。

地域包括支援センターからのお知らせ
●三股町地域包括支援センター　☎52－8634

●オレンジカフェをご存知ですか
オレンジカフェとは、認知症カフェの別称で認知症の当

事者やその家族、知人、医療やケアの専門職などが気軽に
集まり交流を楽しむ場所です。現在、町内では「介護老人
保健施設はまゆう」が月に１回、施設内の一室を開放し開
催しています。どなたでも参加できますので、近所の人や
興味のある人は、ぜひ一度足を運んでみてください。
●認知症講演会のお知らせ

■日時＝平成30年３月14日（水）午後２時～
■場所＝第９地区分館
■講師＝大悟病院　栄養士
■参加費＝無料

● 都城市・三股町医療介護連携推進協議会主催の住民向け
研修会を開催します
■テーマ＝地域で支える看取り「みんなで考える在宅介護」
■講師＝宮崎大学医学部 吉村 学 教授
■日時＝２月28日（水）午後２時～３時30分
■場所＝都城市高崎福祉保健センター
■参加費＝無料

●足もと元気教室
■日程＝２月15日～３月14日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

■ 準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※２月1日～ 15日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。

利用時間 １時間当たりの利用料
月～金曜（祝日を除く）
午前７時～午後７時

子ども１人目のみ…400円
兄弟利用２人目から…300円

月～金曜の早朝、
夜間と土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ…600円
兄弟利用２人目から…400円

地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館 ２月１６日（金）
３月２日（金）

第2地区 午後1時30分～ 3時 第２地区交流プラザ ３月１日（木）
第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 ３月８日（木）
第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 ２月２１日（水）
第5地区 午後1時30分～ 3時 轟木集落センター ２月１５日（木）

蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館 ２月１５日（木）
３月１日（木）

餅　原 午前9時30分～ 11時 餅原営農研修館 ２月１９日（月）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原　　　　　
コミュニティセンター ２月２１日（水）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原　　　　　
コミュニティセンター

２月２８日（水）
３月１４日（水）

今　市 午前9時30分～ 11時 今 市 児 童 館 ３月５日（月）

花見原 午前9時30分～ 11時 花見原　　　　　
コミュニティセンター ３月７日（水）

下　新 午前9時30分～ 11時 第 7 地 区 分 館 ３月９日（金）
第8地区 午前9時30分～ 11時 第 8 地 区 分 館 ２月２３日（金）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 ２月２８日（水）
３月１４日（水）
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
平成 30 年２月１日（木）～３月17日（土）

みまたくらしのカレンダー

◎ 今月の表紙

『王座奪還』
２月28日(水)は納期限です
納期限内に納付しましょう
●固定資産税（第４期）
●国民健康保険税（第８期）

口座振替は２月26日（月）に行います。また、再振替は３月
12日（月）に行います。前日までに預貯金口座の残高確認をお
願いします。なお、解約などで口座振替ができなかった場合は、

「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載され
ている納付場所で早急に納めてください。
■問い合わせ＝納税管理係　☎52－9635

町県民税申告が始まります
平成30年度（平成29年分）町県民税申告を２月13日（火）か

ら３月15日（木）まで受け付けます（土曜・日曜日は除く）。申
告日時や申告に必要なものなどは、「１月15日付回覧」に添付
したチラシをご参照ください。昨年に引き続き、申告書にマ

イナンバーの記載が必要です。
◎申告が必要な人

平成30年１月１日現在、町内に住所があり、
・ 不動産などの所得がある人（申告が必要でない人を除く）
・複数の収入（所得）がある人
・ 社会保険料控除や医療費控除など、その他諸控除の適用を

受けようとする人
・非課税所得（遺族年金・雇用保険金など）がある人
・ 収入が全くない人（所得・課税証明や国民健康保険税など

の算定に必要）
◎申告が不要な人
・所得税の確定申告書を税務署に提出する人
・ 給与所得のみで、勤務先から年末調整済みの給与支払報告書

が町に提出され、医療費控除など諸控除の適用を受けない人
・ 公的年金所得のみで、年金収入が148万円以下の人で65歳

以上の人
■問い合わせ＝住民税係　☎52－9638

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第11位／平成29年11月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

35
歳
　
ト
レ
ー
ラ
ー
運
転
手

思
い
や
り 

②

（
前
号
よ
り
）

私
が
予
想
し
て
い
た
と
お
り
、
事
故
の
相

手
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

事
故
を
起
こ
し
た
認
識
も
な
か
っ
た
た
め
、

余
計
に
そ
の
事
の
重
大
さ
が
怖
く
な
り
、
同

時
に
、
家
族
も
何
も
か
も
失
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。私
の
事
故
は
、
全
国
で
一
斉
に
報
道
さ

れ
ま
し
た
。私
の
家
族
も
、逮
捕
勾
留
中
に
妻

の
実
家
へ
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
も
転
校
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。両
親
や
会
社
の
ほ
か
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。被
害
者
の
ご
遺
族
に
、留
置
所
か
ら
手

紙
を
送
り
ま
し
た
が
、
返
事
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
だ
直
接
の
謝
罪
も
で
き
て

い
ま
せ
ん
。裁
判
中
も
事
故
を
起
こ
し
た
認

識
が
な
く
、
ひ
き
逃
げ
の
罪
は
不
起
訴
だ
っ

た
と
は
い
え
、
ご
遺
族
か
ら
見
れ
ば
、「
ひ
き

逃
げ
」
に
変
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。判

決
は
、
禁
錮
２
年
で
、「
自
動
車
運
転
過
失

致
死
罪
」
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。ご
遺
族

の
、
言
葉
以
上
の
厳
し
い
視
線
が
突
き
刺
さ

り
ま
し
た
。お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
被
害
者

は
、私
の
一
方
的
で
身
勝
手
な
運
転
で
、最
愛

の
ご
家
族
の
突
然
の
別
れ
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
し
か
も
救
護
す
る
こ
と
な
く
そ
の
場
を

立
ち
去
っ
た
私
を
、
殺
し
た
い
ぐ
ら
い
の
気

持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
、
教
育
指
導
の
中

で
、
事
故
で
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
か

ら
、「
加
害
者
は
、
遺
族
に
対
し
て
謝
罪
や
行

動
を
し
て
い
る
と
感
じ
る
が
、亡
く
な
っ
た
人

へ
の
謝
罪
や
対
応
を
考
え
て
欲
し
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。私
は
、そ
れ
ま
で
、「
謝
罪
の
た

め
の
謝
罪
」
を
し
よ
う
と
し
て
い
て
、被
害
者

や
ご
遺
族
と
向
き
合
っ
て
お
ら
ず
、一
方
的
な

謝
罪
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。思
え

ば
、今
ま
で
身
勝
手
に
生
き
て
き
て
、他
人
に

対
し
て
の
思
い
や
り
が
欠
如
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
件
で
い
ろ
ん
な
物
を
失
い
ま
し
た
が
、

私
の
妻
は
、こ
ん
な
私
に「
一
緒
に
償
っ
て
い

こ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。改
め
て
人
を

思
い
や
る
こ
と
、
感
謝
す
る
大
切
さ
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
失
っ
た
こ
と
ば
か
り

で
は
無
い
こ
と
に
も
気
付
か
せ
て
く
れ
た
受

刑
生
活
で
も
あ
り
ま
す
。思
い
や
り
を
持
っ

て
、
人
に
優
し
い
運
転
を
し
て
い
れ
ば
、こ
の

よ
う
な
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

今
後
、
社
会
へ
戻
り
、一
生
終
わ
る
こ
と
の
な

い
償
い
の
日
々
を
送
り
ま
す
が
、思
い
や
り
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
ご
遺
族
の
心
情
を
理

解
し
、誠
意
を
持
っ
て
償
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
つ
も
り
で
す
。そ
し
て
私
の
経
験
を
も
と

に
、
私
の
周
り
の
人
た
ち
に
交
通
安
全
の
願

い
を
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。     （
完
）

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

21 水 ◦図書館休館日
22 木 ◦不燃物
23 金 ◦可燃物
24 土

25 日

◎久保原田中医院（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎池之上整形外科（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

26 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
27 火 ◦可燃物
28 水

1 木

2 金 ◦可燃物
3 土

4 日

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎有川呼吸器内科医院（呼・内）☎24-6677（上川東）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎橘病院（整） ☎23-7236（中　町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

5 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
6 火 ◦可燃物
7 水

8 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
9 金 ◦可燃物
10 土

11 日

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） ☎36-5555（千　町）

12 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
13 火 ◦可燃物
14 水

15 木 ◦缶・瓶
16 金 ◦可燃物
17 土

1 木

2 金 ◦可燃物
3 土

4 日

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎武田産婦人科医院（産・婦）☎22-0336（蔵原町）

5 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
6 火 ◦可燃物
7 水

8 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
9 金 ◦可燃物
10 土

11 日

◎山内小児科医院（小） ☎22-0048（上　町）

◎山下医院（内・呼） ☎52-1348（三股町）

◎いづみ内科医院（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎やの耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

◦図書館休館日

12 月

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃・整） ☎38-1633（都北町）

◎横山病院（消） ☎22-2806（都島町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
13 火 ◦可燃物
14 水

15 木 ◦缶・瓶
16 金 ◦可燃物
17 土

18 日

◎教山内科医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎鵜木循環器内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎ひかりクリニック都城（内・循・消） ☎26-1820（上長飯町）

◎仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） ☎25-7712（志比田町）

◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）

◎小山田眼科医院（眼） ☎22-0710（松元町）

19 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
20 火 ◦可燃物

◎２月の予定

悲願の逆転優勝

一緒に練習してきた仲間、指導して
くれた監督やコーチ、そして家族やス
タッフみんなの気持ちがつながって、
優勝旗が本町に戻ってきました。みん
なで同じ方向を向いて進んでいくこと
は、大きな力になるということを教え
てくれました。それはまちづくりにで
も同じです。ひとつひとつの課題に力
をあわせて取り組めば、よりよりまち
の未来につながっていくはずです。

（
全
２
回
）

◎３月の予定
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「
お
菓
子
の
さ
ど
び
ら
」

の『
ご
ま
ま
る
・
お
ち
ゃ

ま
る
』
を
紹
介
し
ま
す
。

『
ご
ま
ま
る
』
は
、し
も

農
園
の「
み
ま
た
ん
ご

ま
」
を
使
っ
た
ブ
ッ
セ

で
、
ふ
わ
ふ
わ
の
真
っ
黒
な
生
地
と
、
ク
リ

ー
ム
と
混
ざ
っ
た
ご
ま
の
食
感
が
絶
妙
で
す
。

『
お
ち
ゃ
ま
る
』
は
、上
水
園
の「
バ
イ
オ
茶
」

を
使
っ
た
ブ
ッ
セ
で
、
や
さ
し
い
甘
さ
と
お

茶
の
苦
み
が
、
あ
と
を
ひ
く
お
い
し
さ
で
す
。

町
特
産
品
か
ら
生
ま
れ
た
、
こ
の
ス
イ
ー
ツ

は
、
お
茶
菓
子
や
手
土
産
品
に
も
お
す
す
め

で
す
。ぜ
ひ
、一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

【
ご
ま
ま
る･

お
ち
ゃ
ま
る
】
１
個
・
１
６
０

円
／
生
産
者
・
お
菓
子
の
さ
ど
び
ら

や
み
つ
き
に
な
る
「
ふ
ん
わ
り
ブ
ッ
セ
」

「
み
ま
た
ん
ご
ま
」フ
ァ
ン
拡
大
中
！

■
茶
じ
ょ
け

新
し
い
年
が
明
け
早
く
も

１
カ
月
に
な
り
ま
す
。
広
報

の
取
材
と
し
て
は
、
２
３
５

人
が
参
加
し
た
成
人
式
を
皮

切
り
に
、
多
業
種
の
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
し
た
新
春
あ
い

さ
つ
会
、
見
事
に
王
座
を
奪

還
し
た
市
町
村
対
抗
駅
伝
大

会
、
そ
し
て
県
内
最
後
を
飾

る
伝
統
の
消
防
出
初
式
と
駆

け
回
り
ま
し
た
。
そ
の
場
面

ご
と
に
躍
動
す
る
町
民
の
皆

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。「
１
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、
広

報
業
務
に
お
い
て
も
気
を
引

き
締
め
、
前
を
向
い
て
取
り

◦男／11,840人 ◦女／13,599人◦計／25,439人（前月比＋19人）
◦世帯数／10,115戸（＋7戸）◦出生／22人◦死亡／16人
◦転入／76人◦転出／63人

三股町の人口 平成30年１月１日現在

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111（代表） FAX0986-52-4944
町公式URL ………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
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組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
１
月
５
日

に
開
催
さ
れ
た
成
人
式
で
は
、

雨
模
様
だ
っ
た
も
の
の
、
華
や

か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
多
く
の
新
成
人
が

町
立
文
化
会
館
に
集
ま
り
ま

し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
級
友
や

恩
師
た
ち
を
見
つ
け
て
は
楽

し
そ
う
に
語
り
合
い
、
懐
か
し

ん
で
い
る
光
景
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
様
子
を
写
真

に
収
め
な
が
ら
、
20
年
以
上
前

に
県
外
に
い
て
式
に
は
参
加

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔

し
つ
つ
も
、
そ
の
当
時
の
気
持

ち
を
思
い
出
し
、
初
心
に
帰
れ

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。〈
セ
〉

上か
み

門か
ど

典の
り

子こ

孫
も
打
つ
除
夜
の
鐘
の
音ね

の
心
地
よ
く
極
楽
浄
土
の
寺
の
境
内
よ

メ
モ
書
き
の
計
画
終
へ
て
消
し
を
れ
ば
嬉
し
そ
う
ね
と
孫
に
言
は
る
る

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
お
寺
の
境
内
の
人
々
は
、
心
地
よ
い
除
夜
の
鐘
の
音
を
聞
い
て
、
雑
念

が
払
わ
れ
た
穏
や
か
な
顔
に
な
っ
て
い
た
。話
に
聞
い
て
い
た
極
楽
浄

土
の
よ
う
な
情
景
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
メ
モ
に
翌
日
の
予
定
を
書
い
て
お
き
、
終
わ
っ
た
ら
二
重
線
で

消
し
ま
す
。あ
る
日
、
ま
と
め
て
五
つ
の
予
定
を
消
し
て
い
た
ら
、
孫

に「
嬉
し
そ
う
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
く
、
感

謝
し
な
が
ら
の
毎
日
で
す
。

228

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
106

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
「
こ
こ
ろ
」の
伴
走
者
で
あ
り
た
い

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

求
職
や
生
き
方
の
お
手
伝
い
を

「
自
分
に
合
っ
た
仕
事
の
探
し
方

や
、
子
育
て
と
両
立
し
て
働
く

工
夫
な
ど
、
話
を
聴
き
な
が
ら
、
そ
の
人

に
応
じ
た
提
案
が
で
き
れ
ば
」
と
優
し
く

語
る
妙
子
さ
ん
。毎
週
火
曜
日
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
つ

ま
い
」で
求
職
支
援
の
資
格
を
生
か
し
て
、

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。以
前
の
職
場

を
通
じ
て
出
会
っ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
専

門
家
か
ら
の
影
響
と
学
び
が
、
活
動
の
原

点
だ
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
境
遇
に
あ
る
人
の
相
談
業
務
に
従
事
。

そ
の
中
で
、
精
神
的
な
理
由
を
抱
え
一
度

は
仕
事
を
辞
め
た
が
、
地
元
で
の
復
職
が

実
現
し
た
人
と
喜
び
を
分
か
ち
合
え
た
事

が
印
象
深
い
と
語
る
。「
仕
事
探
し
の
お

手
伝
い
に
加
え
、
生
き
方
そ
の
も
の
を
支

援
す
る
こ
と
も
大
切
。少
し
で
も
若
い
世

代
の
力
に
な
り
た
い
。履
歴
書
の
添
削
や

面
接
の
練
習
で
も
い
い
の
で
気
軽
に
相
談

し
て
ほ
し
い
で
す
」。今
週
も「
あ
つ
ま
い
」

で
新
た
な
出
会
い
を
待
っ
て
い
る
。

出
張
！
み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

https://facebook.com/mimata.yokamonya

黒く
ろ

木き

文あ
や

子こ

★

★

お
母
さ
ん
の
小
さ
な
恋
人
、
た
け
る
く
ん
。
あ

な
た
の
全
て
が
い
と
し
い
で
す
。
産
ま
れ
て
き

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♥

村む
ら

中な
か

武た
け

琉る

く
ん

◎
平
成
27
年
２
月
５
日
生
ま
れ（
２
歳
）

◎
村
中
雄
一
郎
さ
ん
・
良
子
さ
ん
の
長
男

第
64
回

節分に
バレンタイン、
イベントを
楽しもうぞ♪

上
米
在
住 

原は
ら

田だ

妙た
え

子こ

さ
ん（
62
）

■
期
日
＝
２
月
25
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

や
ん
ち
ゃ
坊
主
だ
け
ど
、
毎
日
、
か
わ
い
い
笑

顔
に
い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
♥

久く

保ぼ

飛ひ

陽な
た

く
ん

◎
平
成
28
年
12
月
８
日
生
ま
れ（
１
歳
）

◎
久
保
大
樹
さ
ん
・
美
里
さ
ん
の
次
女

●町ひと・しごと情報交流センター　「あつまい」
　利用時間：毎週火曜 午前10時から午後4時まで
　※ ２級キャリア・コンサルティング技能士、２級ファイナ

ンシャル・プランニング技能士の国家資格を持つ。相談
は無料で事前予約制、秘密厳守

　予約・問い合わせ：☎0986-80-3184

「
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
和わ

空く
う

」
の『
三
股

ん
畑
で
出
会
っ
た
宝

物
み
ま
た
ん
ご
ま
へ

の
想
い
ど
っ
ぷ
り
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
』
を
紹

介
し
ま
す
。長
い
商
品
名
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
高
城
の
事
業
所「
和
空
」
の
山
田
さ

ん
が
、
み
ま
た
ん
ご
ま
に
惚
れ
込
み
、
な
に

か
作
り
た
い
！
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
誕
生

し
た
の
が
、
こ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。サ

ラ
ダ
以
外
に
も
、
お
鍋
や
天
ぷ
ら
な
ど
の
つ

け
ダ
レ
に
も
合
い
ま
す
よ
。

【
み
ま
た
ん
ご
ま
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
】
１
本
１

５
０
㍉
㍑
・
７
７
７
円
／
販
売
者
・（
有
）

和
空
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※ 「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。

　（町公式サイトアドレス… http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


